
公益財団法人　福太郎奨学財団

１．重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券・・・・償却原価法（定額法）によっている。

(2) 引当金の計上基準

貸倒引当金

　奨学金貸付金の貸倒による損失に備えるため、奨学金貸付金回収の危険性を基に分類した

債務者区分に基づき損失見込額を計上している。

(3) 消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

　 普通預金 0 164,915 0 164,915

　 出資金 30,000,000 0 0 30,000,000

小　　計 1,266,804,615 177,209,966 174,107,026 1,269,907,555

合　　計 2,366,804,615 477,561,654 474,458,714 2,369,907,555

　 奨学金貸付金 1,038,471,000 75,700,000 94,516,194 1,019,654,806

　 貸倒引当金 △ 15,006,000 △ 348,000 △ 14,658,000

 特定資産

　 奨学資金積立資産 243,339,615 101,509,966 79,938,832 264,910,749

　 定期預金 68,090,458 1,025,275 0 69,115,733

小　　計 1,100,000,000 300,351,688 300,351,688 1,100,000,000

 基本財産

　 投資有価証券 1,001,909,542 299,161,498 300,351,688 1,000,719,352

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高



３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

　 普通預金 164,915 (164,915) - -

第112回　東日本高速道路
株式会社　社債

100,000,000 96,296,000 △3,704,000

第6回　日本生命保険相互
会社　劣後ローン

100,000,000

　 出資金 30,000,000 (30,000,000) - -

　 投資有価証券 1,000,719,352 (1,000,719,352) -

第23回　パナソニック株式
会社　無担保社債

100,000,000 94,660,000 △5,340,000

合　　計 1,000,719,352 965,871,800 △34,847,552

第26回　NTTファイナンス
株式会社　社債

99,070,868 96,340,000 △2,730,868

第194回　東日本旅客鉄道
株式会社　社債

100,000,000 97,353,000 △2,647,000

93,900,000 △ 6,100,000

第23回　Zホールディング
ス株式会社　社債

100,000,000 98,555,000 △1,445,000

日本高速道路保有・債務
返済機構債券　第139回

100,000,000 100,093,100 93,100

第25回　東電パワーグリッ
ド株式会社　社債

101,719,037 99,214,700 △ 2,504,337

利付国債10年
第339回

99,929,447 100,150,000 220,553

種類及び銘柄 帳簿価額 時　価 評価損益

合　　計 2,369,907,555 (2,369,907,555) - -

　 貸倒引当金 △ 14,658,000 (△14,658,000) - -

小　　計 1,269,907,555 (1,269,907,555) - -

　 奨学資金積立資産 264,910,749 (264,910,749) - -

　 奨学金貸付金 1,019,654,806 (1,019,654,806) - -

小　　計 1,100,000,000 (1,100,000,000) - -

 特定資産

-

　 定期預金 69,115,733 (69,115,733) - -

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財産から

の充当額）
（うち一般正味財産か

らの充当額）
（うち負債に
対応する額）

 基本財産

第8回　埼玉県公募公債15
年

100,000,000 89,310,000 △10,690,000



５．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

６．関連当事者との取引の内容
　　関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

（注）　１．取引条件及び取引条件の決定方針等
　事務の委託費については、提示された見積りを業界水準と比較の上、交渉により決定
している。

７．金融商品の状況に関する事項

　　（１）金融商品に対する取組方針

　　　　　当法人は、法人会計及び公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、
　　　　日本国債、地方債、政府保証債、円建て債券、その他理事会が承認した金融商品により
　　　　資産運用する。

　　（２）金融商品の内容及びそのリスク

　　　　　投資有価証券は、市場価格の変動リスクにさらされている。

　　（３）金融商品のリスクに係る管理体制

　　　　　①　資金運用規程に基づく取引

　　　　　　　金融商品の取引は、当法人の資金運用規程に基づき行う。

　　　　　②　市場価格の変動リスクの管理

　　　　　　　投資有価証券は、格付等を定期的に把握し、理事会に報告する。
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関係内容
取引の
内容

取引金額
（単位：
百万円）

科　目
期末残高
（単位：
百万円）

役員の
兼務等

事業上の
関係

種類
法人等の

名称
住所

資産総額
（単位：
百万円）

事業の
内容又は

職業

議決権の
所有割合

　特定資産運用益計上による振替額 2,460

合　　　計 5,302,929

内　　容 金　　額

 経常収益への振替額

　基本財産運用益計上による振替額 5,300,469


